
 

                                          令和４年度 

                                         いやなが保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 11月は「いい歯の日」や「勤労感謝の日」や「和食の日」などがあります。食に関連

するいろいろなことについて、考えるきっかけにしてみてはいかがでしょうか。 

食育だより 11 月 

想像してみよう！ 給食を支える人びと 
 おいしい給食が食べられるの

は、農家さん、漁師さん、食べ物を

運ぶ人、栄養士や調理員さん、そし

て働いてくれる家の人など多くの

人に支えられているからです。 

感謝の気持ちを持って食事のあ

いさつをして、残さずに食べるよ

うにしましょう。 

和食 

Ｑ．だらだら食べってよくないの？ 

 食後、酸性に傾いた口の中をだ液の働きによって元の

状態に戻し、歯の表面を修復しています。 

ところが、いつまでも食べ続ける「だらだら食 

べ」テレビや動画などをみながら 

の「ながら食べ」をすると、いつまでも酸性に 

傾いたままで、むし歯になりやすくなります。 

食事や間食は時間を決め、食後は歯みがきをし 

ましょう。 

農家さん 

給食に込めている思い 

 給食は、みなさんの発達のため

に、栄養バランスのよい豊かな食

事となるように献立を考えてい

ます。また、地場産物を活用した

り、地域の郷土食や行事食を出し

たりすることで、地域の文化や伝

統についても学んでほしいと思

っています。 

11月８日は 

いい歯の日 

漁師さん 

食べ物を 

運ぶ人 家の人 

栄養士や 

調理員さん 

「和食；日本人の伝統的な食文化」

は、ユネスコ無形文化遺産に登録

されています。日本には、多様で豊

かな自然や食文化があります。和

食や日本人の伝統的な食文化の大

切さについて考え、未来に伝えて

いきましょう。 

はユネスコ 

無形文化遺産 

Ａ． 



 

 食料を生産する人をはじめ、多くの人の苦労や努力によって支えられています。 

 11月 23日は「勤労感謝の日」です。この機会に、「ありがとう」の気持ちを

伝えてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

感謝を込めていただきます！ ごちそうさま！ 

 食事の前後のあいさつには、食べ物の

命をいただくことや、食事をつくるため

にかかわった人たちへの感謝の気持ち

が込められています。心を込めてあいさ

つをしましょう。 

残さず食べよう！ 
 わたしたちの食事は、

多くの人がかかわって

支えられ、命をいただく

ことで成り立っていま

す。残すのは命を粗末に

することです。残さずに

食べましょう。 

七五三の千
ち

歳
とせ

あめ 

 七五三の千歳あめには、長寿の願いが込

められています。松竹梅や鶴亀などが描か

れた袋に、紅白の棒状のあめが入れられて

います。千歳あめは、子どもの年の数だけ

入れてよいとされています。 

その言葉がうれしい 

さ
て
片
づ
け
を 

始
め
ま
し
ょ
う
か 

は
い 

ご
ち
そ
う
さ
ま 

で
し
た
〜
！ 

お
い
し
か
っ
た
で
す
！ 

そ
の
笑
顔
で 

が
ん
ば
れ
る 

ありがとうね～ 

家族の日 

 11 月の第３日

曜日は家族の日で

す。一緒に食事を

する時間を増やし

て家族の時間を大

切にしましょう。 


